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NPO法人 ICP鎌倉地域振興協会 

ICP鎌倉 パソコンなんでも相談メールマガジン  

                                      ２０２３年 ９月号 
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☆------------------------------------------------------------☆ 

本メールマガジンは、ＩＣＰ鎌倉「パソコンなんでも相談友の会」の 

会員の方々に最新情報をお知らせするものです。 

☆----------------------★ INDEX ★-------------------------☆ 

【１】トピックス 

 ◎ 「不要パソコン引取り」で被害が発生しています 

【２】スマホ・アドバイス 

 ◎ スマホのデータ通信料プランについて 

【３】スマホ 用語 

 ◎  LINE公式アカウント 

【４】パソコンＱ＆Ａ 

 ・ [上書き保存]と[名前を付けて保存]が表示されない、 

    どうしたらよいでしょう 

  ------------------------------------------------------------ 

【１】トピックス 

 ◎ 「不要パソコン引取り」で被害が発生しています 

  パソコンには、住所録やメールアドレスなど個人情報、クレジットカード情報、 

 各種サービスの IDやパスワードなどログイン情報、インターネットの閲覧履歴など、 

 さまざまな情報が記録保存されています。 

 廃棄されたパソコンや中古品のパソコンから、これら大切な情報が流出し第三者に 

 悪用、犯罪に利用されたり、ストーカーなど被害が出ています。 

 パソコンは法律によってリサイクルの対象となっているため、そのままゴミとして 

 捨てることができません。 

 法律に従って適切な方法（データの完全消去→メーカーや信頼できる業者に連絡し 

 引き取り処分）で処分してください。 

＊不要となったパソコンの正しい処分の方法 

 ・パソコンは廃棄処分するには、事前に保存されているデータを完全に消去するか、 

  物理的に保存している部品（ハードデスクや SSDなど）を破損します。 

 ・データはゴミ箱で削除や外部のメモリーや CD/DVDなどに移動、パソコンを初期化する 

  等しただけでは画面から見えなくなっているだけで、データとしては残り、専用の 

  復活ソフトを利用すれば復元も可能です。 

 ・パソコンのデータを完全に消去する方法としては専用のソフトを使い完全に消去するか、 

  ハードデスクなど保存している部品の物理的破損、電磁消去などすることになりますが、 

  電磁消去は個人で行うのが難しいので、専門業者に依頼することになります。 

  物理的な破損は部品の取り出し作業やドリルなど工具が必要ですし怪我の心配もありま 

  すので慎重に作業することになります。 

  簡単な方法としては、時間がかかりますが専用のソフトを利用することになります。 



  パソコン 3R協議会（データ消去について）： 

      https://www.pc3r.jp/home/data_erase.html   参照 

  データ消去後、パソコンメーカーの専用窓口に連絡し引取を依頼します。 

  2003年 10月以降に販売されたパソコンには、パソコンの裏面の銘板などに「PCリサイクル 

  マーク」がついています。 

  このマークがあれば購入時に回収費用を支払い済みですので、無料で引き取りされます。 

  パソコン 3R協議会（家庭系 PCリサイクル）：  

      https://www.pc3r.jp/home/index.html  参照 

  又鎌倉市ではホームページで、市と協定を締結した一連の作業も行う回収業者を紹介して 

  います。 

  ご依頼やご不明な点はなんでも相談にお問合せください。 

  ----------------------------------------------------------- 

【２】スマホ・アドバイス 

  ◎ スマホのデータ通信料プランについて 

  スマホを使っているとデータ通信料が気になりますね。 

 もちろん Wi-Fi接続の場合は気にする必要はありません、あくまでも携帯電話回線 

 （4G や５G）を使うモバイルネットワークを使った場合です。 

  データ通信量の目安は、具体的な使用状況や活動内容によって異なりますが、 

 一般的なガイドラインは以下の様になります。 

  データ通信量 1GBで利用できる範囲はそれぞれ 

  1. メール送受信（添付ファイル付き）：約 2,090通 

 2. ニュースサイトなどのインターネット閲覧：約 3,490ページ 

 3. インターネット動画の視聴（中画質）：4.5時間（Youtubeでは 30分程度） 

 4. 音楽のダウンロード（1曲 4分程度）：150曲 

 5. LINE電話：55時間 

 合計では 5GB/月の契約で上記すべての範囲が理論上は可能です。 

 ご自分の使い方を分析して、このガイドラインの数字を使って積み上げてみて下さい。 

 契約しているデータプランよりはるかに少ない場合は、再契約して月額費用を下げる 

 ができます。 

 上記１～５以外の使い方をされ、ガイドライン値がご不明の方は、なんでも相談へ 

 お電話ください。 

  ------------------------------------------------------------ 

【３】スマホ 用語 

 ◎  LINE公式アカウント 

 LINE公式アカウントとは、コミュニケーションアプリ LINE上で、 

企業や店舗が、友だち追加してくれたユーザーに対し、直接情報 

を届けるサービスのことです。 

例えば 鎌倉市公式アカウント に友達登録すると、 

（下記鎌倉市ホームページ URLから登録可能です） 

毎日、市のイベントの通知や広報の発行、ゴミ出し等の情報が送付され 

てきて便利です。 

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/gomi/kamakuragomisirabe.html 



登録の仕方等ご不明の方は なんでも相談までお電話ください。 

  ------------------------------------------------------------  

【４】Ｑ＆Ａ 

 Ｑ：Wordで作成した文書ファイルを保存する際、[上書き保存]と[名前を付けて保存] 

   がなくなり、[コピーを保存]のみが表示されています。 

   元の[上書き保存]と[名前を付けて保存]に戻す方法は？ 

 Ａ：Wordや Excel等ファイルを保存する際、[上書き保存]と[名前を付けて保存]が 

   ありますが、「自動保存」機能がオンだと「コピーを保存」だけになります。 

 「自動保存」機能をオフにする場合は、ファイルを開くと左上隅に「自動保存」右の「オン」 

  をクリックし「オフ」にします。「自動保存」オンとする場合は「オフ」をクリックします。 

  自動保存すると、最初に作成したファイル（オリジナル）に追加・変更など編集結果を継続 

  して保存されます。 

  編集結果を定期的に自動更新されるため、「上書き保存」の操作が不要となります。 

  編集をオリジナルではなくコピーに適応する場合は、変更を加える前に[コピーの保存]を 

  実施、コピーは追加編集されたファイルとなります。 

 ------------------------------------------------------------ 

●その他の講座についてお知りになりたい方、受講を希望される方は、 

≪シニアと主婦の為のパソコン教室 ICP鎌倉≫ 

  →http://www.icp-kamakura.jp  を参照し、 

   受付電話   ０８０－８８２０－３９３９ 

   メール    it-mail@icp-kamakura.jp 

  にてお申し込み下さい。 

●電話でのお申込み他パソコンに関して疑問や質問などありましたら、 

 ０８０－８８２０－３９３９ までお電話下さい。 

●本メールマガジンを不要の方は、icp.nandemosoudan@gmail.com   

 にその旨お申し出ください。 
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ICP鎌倉地域振興協会 

        なんでも相談 事務局 

              080-8820-3939 

                icp.nandemosoudan@gmail.com 

        講座 事務局 

              080-8820-3939 

               it-mail@icp-kamakura.jp 
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